
宇多川探検第 3弾の参加者から寄せられた感想文を紹介します。

(∧ さんの感想)
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2()19.6.1(11)‖ 青オし、 H寺贈1南fi:こ イ疑罐ミ捕tい 、 :素:1歌 な 手 書 き
の イ ラ ス ト入 り地 図 、 中 村 城 の 占 地 図 、 カ ラ ー の お 堀 の 水

路 図 が 配 布 され た 。 実 行 委 員 の 素 敵 な 手 ンづく り作 品 ! !

初 め に 、 概 略 説 明 を 受 け 、 400年 も 昔 の こ と 、 宇 多 川 の

水 を 利 用 し、 260年 も の 間 、 ど の よ う に し て 城 を 守 っ た か

興 味 を 抱 き つ つ 、 7キ ロ の 学 習 の 旅 に 、 い よ い よ ア リー ナ

そ う ま を 、 い ざ 出 発 。 歩 き く な が ら 、 決 して 強 大 と は 言 え

ぬ 相 馬 藩 が 、 宇 多 川 か ら お 堀 ま で の 高 低 さ を 、 大 し た 道 具
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周 り に 軍 事 的 な 堀 を 巡 ら し た の か を 想 像 した が 、 こ の ‐人

11本 11事は 私 の 知 識 を 遥 か 越 え る も の で した 。 本 当 に た い

した も ん だ 。 そ れ は 軍 事 的 に 水 を 利 用 した 例 で す が 、 方 や

宇 多 川 の 水 は 、 上 流 か ら 下流 ま で 、 私 達 の 命 、 動 物 の 命 を

潤 し て も ら っ て い ま す 。 水 道 水 と し て 私 達 の 飲 料 水 と し て

も提 供 して くれ て い ま す 。 有 り難 い 有 り難 い 。

水 は 、 雨 水 が ～ 山 に 降 り ～ 豊 か な l″ 壌 に 保 水 さ れ ～ 徐 々

に 川 に 浸 透 し ～ 海 に 流 れ ～ 蒸 気 と な っ て 空 に 11り 、 itiヽ
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で 、 地 球 そ の も の が 生 き 物 に 思 え ま す 。 考 え て み れ ば 、 水

の 効 用 は 、 計 り 知 れ な い も の が あ り ま す 。 想 像 し て み て ド

さ い 。 昔 、 水 神 様 や 、 山 ノ神 様 、 雷 神 様 、 竜 神 様 を 祀 っ て 、

水 に 感 謝 し た 先 人 の 価 値 観 が あ り ま し た 。 私 達 が 学 ぶ べ き

も の が あ る よ うに 思 い ま す 。 今 や 、 山 や 川 は 、 場 所 に よ つ

て は 、 タ イ ヤ や バ ッ テ リーーや 洗 濯 機 、 冷 蔵 庫 、 プ ラ ス チ ッ

ク製 品 な ど 、 人 小 様 々 な ゴ ミ捨 て 場 に な っ て い ま す 。 私 た

ち や行 は 、 道 路 や 川 の ゴ ミ を 拾 い つ つ 歩 き ま し た 。 今 後 も

川 も海 も 道 路 も 、 我 が 家 の 室 内 の よ うな 気 持 ち で 、 綺 麗 に

し て 後 世 に 残 した い も の で す 。 ―一日 一善 居 士 よ り。 以 上l

(Nさんの感想)

今回は、霊山の水源に発した水が相馬市中にどう取り込まれ、人々の暮らしを潤してきたの

かを見ました。川岸に掘られた取水□は思つたより高い位置にあり、今より多<の水が宇多

川を流れていたことを想像させます。また市内にめぐらされた堀を迪ることで、市中の人尺

がどのように水と付き合つてきたのかをつ

`ヽ

さに見ることができました。

きつと掘割の水が生活の場であったときは、酒長と清水が流れていたことでしょう。今は至

る所が枯業等で詰まり、流れも淀んでいました。掘割を復活させ相馬城下にきねいな水を流

すことは、「城下町相馬」の観光にも大いに貢献しそうだと感じました。


